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院長補佐 兼 
呼吸器内科部長 豊嶋 幹生 

ときに西暦 2022年 2月豊嶋が浜松労災病院に赴任してから、およ

そ 17年が経とうとしています。途中、呼吸器科医師の増減もありま

したが、現在では呼吸器専門医資格を有する 3名で診療に当たって

います。最近の年間入院患者数は 500名以上で気管支鏡検査数も年

間 150例程度となっています。肺炎、非結核性抗酸菌症、COVID-19

などの呼吸器感染症や気管支喘息・COPDの増悪、肺癌、間質性肺

炎、好酸球性肺疾患、希少肺疾患など幅広く診療を行っています。 
当科が最も得意としている疾患は、間質性肺炎です。間質性肺炎

には、原因不明の特発性や膠原病肺・過敏性肺炎・塵肺などの原因が明らかな疾患があり、

その病態も線維化が主体であるものと炎症が主体であるものやあるいは両者の要素を併せ持

つものなど多彩であります。線維化が主体であれば、抗線維化薬による進行抑制が治療の目

標になりますし、炎症が主体であれば、ステロイドや免疫抑制薬などの抗炎症治療が主体と

なります。両者の要素を併せ持つ病態であれば、抗線維化薬とステロイド・免疫抑制薬の併

用が行われます。これらの治療方針を検討するために胸部 HRCTや気管支鏡検査（経気管支

肺生検・気管支肺胞洗浄）を行って、個々の症例の病態を見定める必要があります。少数例

ではありますが、胸腔鏡下肺生検が必要になることがあります。本邦の外科的肺生検は、呼

吸器内科医が症例を適切に選択し、習熟した呼吸器外科医に行っていただくことで海外より

も合併症は少ないとされています。気管支鏡下凍結生検（クライオバイオプシー）は、重篤

な出血や難治性気胸のリスクが高く、確定診断に至らない例もあり、本邦においては、胸腔

鏡下肺生検の方が有用であると考えています。従来、特発性肺線維症は、診断後の平均生存

期間が約 3～4年という予後不良の疾患でしたが、当院で抗線維化薬の投与を受けた特発性

肺線維症の症例では、平均生存期間が 7.7年と良好でありました。近年、進行性線維化性間

質性肺疾患（PF-ILD：progressive fibrosing interstitial lung disease）の概念が提唱

され、特発性肺線維症以外でも進行性線維化性の膠原病肺・過敏性肺炎・特発性 NSIP・分類

不能特発性間質性肺炎にも抗線維化薬の有用性が示されており、早期の治療介入が重要と考

えられます。今後ともよろしく御願い申し上げます。 
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当院の血管造影 X 線診断装置のご紹介 

中央放射線部・放射線科 
 
当院に 2021 年 3 月に導入された血管造影Ⅹ線診断装置(Philips 社製 Azurion7 B20/15、図

1)についてご紹介いたします。この装置は X 線の被ばくを低減しつつも、診断に必要な高画

質の確保を両立する技術を搭載しております。2 方向からの撮影ができるバイプレーン装置

で、高精細な撮影を行います(図 2A)。さらには、回転させながら撮影することによって、

3D 撮影や、CT のような画像の撮影（コーンビームＣＴ、図 2C）も可能で、頭部の血管内

治療や、肝腫瘍の治療等に威力を発揮します。 
また、診断・治療を支援する様々な最新ソフトウエアを備えています。例えば、頭部や四

肢等様々な部位の血流解析を自動で行う機能(図 2B)、腹部の病巣へ栄養を与えている血管を

自動で抽出する機能(図 2D)、臓器・組織の生検を支援する機能等を有しており、より安全に

検査や治療を施行することが可能となっております。 
これらの技術を用いて、患者様の X 線被ばくを最小限に抑えながら、複雑かつ高度な血管

内治療、画像下治療を提供できる体制を整えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ Philips 社製 Azurion7 B20/15 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 本装置での撮影やソフトウエアでの解析で得られる画像の例（A-C：頭部、D：腹 

部） 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

『私が見てきた京大泌尿器科の前立腺癌治療の変遷』 



 
 
 

 

独立行政法人 労働者健康安全機構 浜松ろうさい病院 地域医療連携室 

受付時間 電話 053-411-0366  fax 053-411-0315 

紹介患者の予約受付  月～金 8:15～18:00 土 8:15～12:00 

 

 

■浜松ろうさい病院　令和４年２月外来担当医表

(午前) (午後) (午前) (午後) (午前) (午後) (午前) (午後) (午前) (午後)
イワモト　タツジ イワモト　タツジ イワモト　タツジ イワモト　タツジ

ヒ ガ シ ツ ジ 　 ヒ ロ ア キ ヒ ガ シ ツ ジ 　 ヒ ロ ア キ ヒ ガ シ ツ ジ 　 ヒ ロ ア キ ヒ ガ シ ツ ジ 　 ヒ ロ ア キ

オオタ　 タカユキ タシロ　タケシ シダ　リュウタロウ

ナカムラ　トシヒロ

※予約のみ
ゴトウ　ヨシノリ

スギモト　ヨウコ

トヨシマ　ミキオ コウダ　ｹ ｲ ｺ ﾞ サトウ　マサキ トヨシマ　ミキオ カミヤ　ヨウスケ

カミヤ　ヨウスケ コウダ　ｹ ｲ ｺ ﾞ

フナイ　カズヒト

モリシタ　ムネジ

ヤマダ　ヤスヒデ

オオタ　ユウジ タカノ　リョウスケ

マツウラ　アイ ナガオ　ムネマサ

ハ ッ ト リ 　 リ ュ ウ イ チ ハ ッ ト リ 　 リ ュ ウ イ チ カワモト　アキラ

シノダ　エイジ ヤマダ　ミホ

タカハシ　マサアキ イマナカ　ミヤコ

（交代制）

（交代制） （交代制）

テラタニ　ナオキ スミダ　ヒトシ テラタニ　ナオキ イノウエ　ハルタカ イノグチ　ケンタ

ヒシカワ　ケイスケ ナカムラ　シュンスケ

カ ガ ノ イ 　 ジ ュ ン イ チ カガノイ ジュンイチ カガノイ ジュンイチ カ ガ ノ イ 　 ジ ュ ン イ チ カ ガ ノ イ 　 ジ ュ ン イ チ

テラタニナオキ

コウモト マサアキ コンドウ ジュンヤ イシカワ トモミ タバ　　ツヨシ

※予約のみ
タバ　　ツヨシ ウケタ　タケヒロ チェン ジンシー

マキノ アイコ コウモト マサアキ コンドウ ジュンヤ

フクハラ　サダコ フクハラ　サダコ サイトウ ススム フクハラ　サダコ フクハラ　サダコ

ワタセ　ワカ

マキノ　アイコ

※予約のみ
スズキ　シゲヒコ

※予約のみ
ワタナベ ヨシヒコ タ ケ ナ カ 　 シ ュ ン ス ケ タ ケ ナ カ 　 シ ュ ン ス ケ ワタナベ ヨシヒコ タ ケ ナ カ 　 シ ュ ン ス ケ

マツダ　アキヒデ マツダ　アキヒデ ワタナベ ヨシヒコ

（第2・4週） （第2・4週）
ツマル シンイチ ニ シ ザ ワ 　 ジ ュ ン イ チ ロ ウ シマモト タケシ

ニ シ ザ ワ 　 ジ ュ ン イ チ ロ ウ

タケハラ　マコト

フナイ　ナオコ フナイ　ナオコ フナイ　ナオコ ホンダ　テツヤ フナイ　ナオコ フナイ　ナオコ フナイ　ナオコ フナイ　ナオコ

コボリ　ゴウ コボリ　ゴウ メグミ　ユズル メグミ　ユズル

メグミ　ユズル

モロイ　セイジ シミズ　コウスケ モロイ　セイジ シミズ　コウスケ

オザワ　ヒデチカ オザワ　ヒデチカ オザワ　ヒデチカ ミヤケ　ワカバ アサヒナ　トシヒコ イワキ　タカユキ

スズキ　ヒロコ ナガセ　ヤスノリ

タニガミ　ユウキ キタノ　マサユキ

スギヤマ　ヒロユキ スギヤマ　ヒロユキ スギヤマ　ヒロユキ

外来名 診療日 診療時間 備　考 診療科 外来名 診療日 診療時間 備考

ｱｽﾍﾞｽﾄ外来 月・木曜日 15: 30～17: 00 予約制 小児形成外来 火曜日 9:00～11:00 ―

ﾘｳﾏﾁ・膠原病科 木曜日 13: 30～17: 00 予約制 手外科専門外来 第２水曜日 13: 00～16: 00 予約制

木曜日 9:00～ 予約制 言語外来 第2･4金曜日 13: 00～17: 00 予約制

金曜日 13:00～ 予約制 心臓血管外科 静脈瘤外来 月曜日 8:30～11:00 ―

不整脈外来 金曜日 10:00～ 予約制 尿路結石外来 月・水曜日 13: 30～16: 00 予約制

火曜日 8:30～12 :00 ― 女性泌尿器科外来 火曜日 8:30～11:00 予約制

水・木曜日 8:30～16 :00 ― ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 科 義肢装具外来 火曜日 10:00～ 予約制

月～金曜日 8:30～11:00 予約制

山田 康秀腫瘍内科 ― ― ― ― ― ― ―

― ―

泌尿器科

東辻　宏明
－ －東辻　宏明 東辻　宏明 －

―

幸田 敬悟
※初　診

― ― ―

―田代　傑(非) 志田龍太郎(非)

― ― ―

―

――

―

心臓血管外科 ―

―

消化器内科 IBD専門外来

―

― －

精神神経科 ― ― ― ―

神谷 陽輔
※初　診

肝臓内科

ﾘｳﾏﾁ･膠原病科 ― ― ― ―

太田 孝行(非)

内分泌代謝内科 ―

腎臓内科
(外来10:00～)

令和４年２月１日現在

診療科
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

岩本　達治― － － － －岩本　達治 岩本　達治 岩本　達治
ヒ ガ シ ツ ジ 　 ヒ ロ ア キ

― ― ― ― ―

― ― ― ―

―後藤　吉規（非）

― ―

幸田 敬悟
※初診・再診

佐藤 雅樹(非)
豊嶋 幹生

※予約初診・再診

神谷 陽輔
※初診・再診

― ― ― ―杉本 洋子(非)

※予約のみ

―中村 聡宏（非）

呼吸器外科 ― ― ― ― ― ―

呼吸器内科

― ― ―船井 和仁(非)

(第２・４週)

― ― ― ― ― ― ― ―

―豊嶋 幹生
※予約初診・再診

― ― ― ― ― ― ―
森下 宗自

消化器内科

※カメラは

完全予約制

外来

タニ　シンヤ

― 昭和大（非） ― 松浦・森下 ―

大 腸 カ メ ラ ― 長尾・谷（非） ― 高野・長尾・小出

― ―

胃カメラ 高野・長尾 ― 松浦・長尾 ― 大田・高野

タカノ　リョウスケ

谷 伸也（非） 高野　亮佑

高野　亮佑

長尾　宗政

スギウラ　キイチ

杉浦　喜一（非）

― ―

循環器内科 ― ― ― ― ―

― 大田・高野 ― 昭和大（非） ― 大田・松浦

服部　隆一(非) 服部　隆一(非) 河本 　章

交代制

(常勤医) 高橋 正明(非) 今中 雅子(非)

― ― ― ― ―

篠田 英二 山田 美保

小児科 ― ―

神経内科 ― ―
武田( 非) ・柳田( 非)

― ―

非常勤医師 非常勤医師

―
寺谷 直樹 隅田　仁 寺谷 直樹 井上 立崇

― ― ― ― ― ―

井ノ口　健太

（交代制） （交代制） （交代制）菱川 恵介 中村 俊介

加賀野井純一

― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―
加賀野井純一 加賀野井純一 加賀野井純一

寺谷 直樹
※予約再診のみ

請田　雄大

外科 ― ― ― ―

― 近藤 洵也

―

（第2週） 渡瀬　和香（非）

牧野 愛子

形成外科 ― ― ―

（言語外来）
福原 定子 福原 定子 齊藤 晋（非） 福原 定子

― ― ―

―
福原 定子

― ― ― ―

脳神経外科 ― ― ― ―

院長外来(形成外科） ― ― ― ― ―鈴木　茂彦

―

渡邉 芳彦 竹中　俊介 竹中　俊介 渡邉 芳彦 竹中　俊介

非常勤医師 非常勤医師
松田　章秀 松田　章秀 渡邉 芳彦

― ― ― ― ― ―

―

― ―

―津丸 真一 西澤 純一郎 島本　健

― ― ― ― ― ― ―西澤 純一郎

― ― ― ― ― ― ― ―竹原 眞人

皮膚科 ― ―船井 尚子 船井 尚子 船井 尚子 本田 哲也(非)

（ 月 1回 ･ 予 約 の み ）
船井 尚子 船井 尚子 船井 尚子 船井 尚子

泌尿器科 ― ― ― ―

―小澤 英親 小澤 英親 小澤 英親 三宅 若葉(非) 朝比奈俊彦(非)

―
小堀　 豪 小堀　 豪 恵　謙 恵　謙

恵　謙

諸井　誠司 清水　浩介 諸井　誠司 清水　浩介

岩城 孝行( 非）
婦人科 ―

北野 正之

(非)
―

放射線科

（診断）

ヤ マ シ タ  シ ュ ウ ヘ イ

山下　修平

永瀬 康規(非) ―

耳鼻咽喉科 ― ― ― ― ― ― ―

眼科 ― ― ― ― ― ― ―鈴木　寛子(非)

形成外科

― 名市大（非） ―

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 ― ―
杉山 宏行
※予約のみ

―

放射線科

（治療）
― ― ― ― ―

健康診断部

大田　悠司

松浦　愛

● 青字は医師交替、赤字は診療時間の追加・変更部分になります。●  (非)は非常勤医師となります。

■専門外来(特殊外来)

診療科

呼吸器内科

リウマチ・膠原病科

循環器内科
ﾍ ﾟ ｰ ｽ ﾒ ｰ ｶ ｰ 外来

―
杉山 宏行

（第2週休診）
―杉山 宏行 杉山 宏行 杉山 宏行

名市大（非） ―

― ―

谷上 由城

(非)

東辻　宏明 東辻　宏明

総合内科

河本 正昭

―

近藤 洵也 田場　 健

偶数週

河本 正昭田場　 健 請田 雄大 陳 勁溪
整形外科

初

診

― ― ―
再

診

加賀野井純一

乳腺外科

―牧野 愛子

石川 朋美

河本 正昭

ウケタ　タケヒロ


